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距離空間上のRicci曲率

距離空間上の Ricci曲率を定義する試みでは、最初の重要なステップは、BacriとÉmeryはリマン多様体
上の拡散過程の Ricci曲率を定義し、[2]で、通常のブラウン運動の Ricci曲率が通常の Ricci曲率である
事は証明される。このアプローチは Sturm と Lott と Villani と太田に一般化された。独立に、[7] と [4]
で Sturm-Lott-Villani はいわゆる Curvature Dimension 条件を定義し、 [6] で太田はいわゆる Measure
Contraction Propertyを定義した。また、Ollivierは、[5]で別のアプローチに続いて、距離空間上のMarkov
連鎖のRicci曲率の定義を与えた。（断面）曲率が下に有界なAlexandrov空間を考慮すると、桑江と塩谷が
[3]で Bishop-Gromov型の体積の比較条件を定義した。この定義はMeasure Contraction Propertyに同値
で Curvature Dimension条件より弱い。Bishop-Gromov型の体積の比較条件を満たす Alexandrov空間が
Curvature Dimension条件を満たすかどうか調べてみたい。また、桑江-塩谷の定義と Ollivierの定義の間
の関係について調べる試みがないので、それについても研究してみたい。

管状のドメイン上の拡散過程

多くの物理現象は、いくつかの方向に非常に小さな寸法を持つ構造で行われる（細管での流体の動きや波

ガイドでの電磁波の伝搬等）。このような構造は、拡散過程を持つ測度距離空間による数学的な観点から説

明する事ができる。これらの距離空間はGromov-Hausdorffトポロジーでグラフに収束する。グラフ上の拡
散過程の研究ははるかに簡単で、物理現象を研究する最初のモデルと見なす事ができる。したがって、管状

のドメインがグラフに収束すると、管状のドメイン上の拡散過程が制限空間上の過程に収束する十分条件

について考えれば良い。Neumann境界条件の場合には、この問題はよく研究されているし、これについて
豊富な文献がある。Dirichlet境界条件の場合はもっと難しく、まだあまり理解されていない。最近、[1]で
Albeverio-楠岡がグラフ上の制限に収束する薄管上の拡散過程についての結果を報告した。この拡散過程は
確率微分方程式から誘導される。Dirichlet形式から誘導される拡散過程で、どうなるか調べてみたい。
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